
 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

皆様のおかげをもちまして 21年目を迎えることになりました。旧年中は多くの方々との

出会いをいただき感謝します。治療を行うことで病気が治りご家族の喜ばれる顔に出会え

る嬉しい出会いもあれば、治療を行っても完治しない病気に出会うこともあります。完治に

至らない病気と分かった時、その病気やその治療に対する考え方はご家族によって様々

です。完治しない病気に対してどのように向き合い、どのように付き合っていくか。ご家族

の方と一緒に考え、一緒に悩み、動物たちとそのご家族を支えていける動物病院でありた

いと思っております。今後も地域の皆様に貢献できるよう努力していく所存であります。 

 当院はアットホームな地域に根付いたホームドクターであるとともに世界最高水準の医

療を提供できる病院を常に目指しています。「地方だから治療できないので大学病院に行

ってください」ということは言いたくありません。地方にいても動物たちには最高の医療を選

択できる病院でありたいと思っています。近年、病院スタッフの努力のおかげで専門分野

が充実してきました。特に眼科、整形外科、再生医療、内科、消化管内視鏡、については

十分満足していただける医療を提供できます。もちろん今後も専門分野を広げながら「人

と動物の笑顔」の為に各スタッフ自己研鑽を積み上げていきたいと思います。もちろん医

療(治療)が先行しては本末転倒です、「木のみを見ず、森を見る」ように対話を重視したト

ータルケアを心がけますのでどんな些細な事でもご相談ください。 

動物・オーナー・病院は三位一体でなければいい医療は提供できません。是非とも困っ

ていること辛いことを話してください。必ず解決の糸口が見つかるはずです。 

今年もよろしくお願いいたします。   

さくら動物病院 

   院長 横山篤司 

  

  

  

  

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歯周病って？？】 

歯の表面についた単なる汚れではありません・・・！ 

歯周病とは、歯周周囲の感染疾患です。日々のケアによる予防、歯石除去などの処置、定期チェックが大切

です！ 

2歳以上の犬の 80%、猫の 70％は歯周病に罹患しているという報告があります。 

放置すると、鼻腔に穴があいて副鼻腔炎や蓄膿を起こすことがあります。また、下顎の歯槽骨が炎症により

溶けて顎の骨折を引き起こすこともあります。 

歯周ケアのすすめ 

【全身への影響】 

歯周病は口だけの問題ではありません・・・！ 

炎症部位の粘膜から血管に歯周病由来の細菌が入り込み、様々な問題を起こすことが報告されています。 

 （犬）心臓病、腎臓病が発症するリスクが高まるという報告があります。 

 （猫）慢性腎臓病の発症リスクが上昇するというデータがあります。 

 

【対策】 

★コミュニケーションの一つとして、歯磨きにトライ！ 

→まずは口元を触られることに慣らすことからトレーニングしましょう。 

   おやつ等を用いて徐々に口の中を触る練習をすることが継続して行うコツです。 

 

★デンタルケア用品（歯磨きガム等）を用いたケア 

  →かんたんにできるケアとして、口元を触ることができない場合などにおすすめです。 

 

★定期的な口腔内チェックとスケーリング 

  →当院ではご相談に応じて、予防ケアのご提案や歯石除去処置を行っております。 

   特に口元を触ることを嫌がるなど、日頃のケアができない場合は、半年から１年おきに 

チェックをおすすめします。 

 

【歯磨きのトレーニング方法】 

① 好物を手に持って、そちらに集中している間に口元を触ります。（遊んでいる合間でもOK） 

② 唇をめくっても嫌がらなくなったら、歯ブラシを使います。歯ブラシを一瞬だけ当て、できたら褒めて

あげましょう。 

③ 徐々に歯ブラシを当てる時間を増やしていき、最終的に歯ブラシを動かして歯磨きに挑戦して 

みましょう。 

※特に猫は歯ブラシを警戒することもあります。指サック型のケア用品もあるのでそちらもおすすめ

です。 

獣医師 渡辺 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

猫の目の色は変わる？ 

ブルー、グリーン、イエローなど猫の目の色にはたくさんの種類がありますが、子猫の

目の色はキトゥンブルーというグレーがかったブルーの目をしています。なぜ目の色

が変わるのでしょうか。今回はその理由と代表的な目の色をご紹介します。 

瞳の色が違う理由 

猫の目の色がそれぞれ違う色なのは、「虹彩」と呼ばれる部分のメラニン色素の量が違うから。

メラニン色素の量が少なければグリーン、多ければカッパーという銅色になります。 

グリーン 

ブルーの次に色素が少ないのがグリーン。 

ブルーと同じで光の作用によって拡散されグリーンに見えています。 

ヘーゼル 

グリーンから茶色へグラデーションがかかったような目のことです。 

 

アンバー 

アンバーとは英語で琥珀色のこと。 

メラニン色素は多めで、イエローやゴールドと呼ばれることもあります。 

カッパー 

メラニン色素が最も多い目で銅色のことです。 

日本土着の猫に一番多い目の色です。 

目の色が変わる理由 

生まれたばかりの子猫が種類に関係なくキトゥンブルーの目をしているのは、猫の体内に

あるメラニン色素が働いていないため。成長するにつれて徐々にメラニン色素が活性化し、

生後 8 ヶ月くらいで本来の目の色になります。 

 

メ
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今回は代表的な目の色を５種類ご紹介しました。もし成猫で目の色が変化した場合、病気の可能

性があります。白くなってきた場合は白内障、緑色っぽくなってきたら緑内障など…。 

成猫なのに目の色が変わってきた場合は、動物病院で診てもらいましょう。 

ブルー 

ブルーといっても、淡い「アクアブルー」、中間の「ブルー」、濃い「サフ

ァイアブルー」に分かれています。実際はほとんど透明ですが、私たちの

目から見ると青にみえています。 

 

 

動物看護師 下島 



 

休診：火曜日／第四日曜日／ 

木・土・日・祝祭日の午後 

  

  

私たち動物看護師はこれまで民間団体の認定資格でしたが、2019年に新たな法律が制定され 2022年 5月に

施行、2022年度に試験が実施され国家資格を有する愛玩動物看護師となります。 

私が看護学生だった頃から国家資格化の話は出ていましたが、それから十数年経ち、、、 

やっと実現します！！ 

 

ちなみに、海外（ペット先進国であるアメリカ、イギリス、オーストラリアなど）の動物看護師はというと、、、 

日本よりはるかに前から国家資格として国が正式に認めた職業として扱われています。 

そんな海外では動物看護師になるまでの道のりは険しく、その分地位も確立した職業とも言えます。法整備も整

えられていて、日本国内でいえば人間の看護師と同等の扱いを受けています。 

 

国家資格を有することで法律により一定の社会的地位が保証される 

ため、社会かからの信頼性が高まると考えられます。 

〇業務範囲が広がる！！ 

獣医師の負担軽減や医療サービス向上のため、特定の獣医療行為もできるようになります。 

それに伴いより幅広い知識や技術が身につくと同時に獣医師や飼い主、動物からもさらなる信頼を得ることがで

きると考えられます。 

業務範囲が広がることにより人間の看護師と同じように「看護師＝一生の仕事」として待遇などの改善が期待さ

れています。 

 

国家資格になることで動物看護師の認知度も上がり、しっかりとした職業として確立されることが嬉しいです。 

が、同時に、資格を有することで今まで以上に責任と知識が必要になることに関して身を引き締めていきたいと

思っています。 

まずは試験に合格するためにも、何年かぶりの試験勉強頑張りたいと思います！！ 

                                  動物看護師 荻原 

                                                               

                                                                     

 

 

 

長野どうぶつ眼科センター(併設) 
休診日・午後休診は 

当院のホームページまたは 

お電話にてご確認ください。 

ホームページはこちら！ 

獣医師出勤表、お知らせ随時更新中！ 


